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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上収益 事業利益 営業利益 税引前利益 四半期利益
親会社の

所有者に帰属する
四半期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年６月期第１四半期 38,993 6.7 3,021 44.7 3,337 27.8 3,320 30.0 2,133 35.5 2,122 37.1

2022年６月期第１四半期 36,554 － 2,087 － 2,611 － 2,553 － 1,574 － 1,548 －

四半期包括利益
合計額

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

百万円 ％ 円 銭 円 銭

2023年６月期第１四半期 2,171 75.5 24.02 23.93

2022年６月期第１四半期 1,236 － 17.11 17.05

資産合計 資本合計
親会社の所有者に

帰属する持分
親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2023年６月期第１四半期 97,515 63,081 63,035 64.6

2022年６月期 96,521 63,345 63,309 65.6

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年６月期 － 17.00 － 28.00 45.00

2023年６月期 －

2023年６月期（予想） 17.00 － 30.00 47.00

１．2023年６月期第１四半期の連結業績（2022年７月１日～2022年９月30日）

（注）事業利益は「売上総利益」から「販売費及び一般管理費」を減算したもので、「その他の収益」や「その他の費
用」に計上される特別項目（雇用調整助成金や減損損失など）による影響を除いたものを示している当社独自の利
益指標です。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無



（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上収益 事業利益 営業利益 税引前利益
親会社の所有者に
帰属する当期利益

基本的１株当たり
当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 164,000 10.4 11,300 18.3 11,600 14.8 11,600 13.3 7,900 13.3 89.39

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年６月期１Ｑ 91,284,529株 2022年６月期 91,280,119株

②  期末自己株式数 2023年６月期１Ｑ 2,904,640株 2022年６月期 2,898,753株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年６月期１Ｑ 88,380,444株 2022年６月期１Ｑ 90,457,051株

３．2023年６月期の連結業績予想（2022年７月１日～2023年６月30日）

（注）１.直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

２．当社は年次での業績管理を行っておりますので、第2四半期（累計）の連結業績予想の記載を省略しておりま

す。

３．事業利益は「売上総利益」から「販売費及び一般管理費」を減算したもので、「その他の収益」や「その他の

費用」に計上される特別項目（雇用調整助成金や減損損失など）による影響を除いたものを示している当社独

自の利益指標です

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

①  ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更：無

②  ①以外の会計方針の変更                ：無

③  会計上の見積りの変更                  ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（決算説明会内容の入手方法）

当社は、2022年11月4日（金）に機関投資家・アナリスト向け説明会を開催する予定です。当日使用する決算説明会

資料は開催後速やかに当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における売上収益は38,993百万円（前年同期比6.7％増）となりました。この増収は

主に、機電・IT、建設、製造の各領域で在籍人数が伸長し、稼働率も好調に推移したことによります。利益面で

は、採用費が増加したものの、単価の改善や稼働率の上昇に加えて、前期に発生したPPA償却費などの一時費用が

剥落し、全体として収益が改善しました。この結果、事業利益は3,021百万円（前年同期比44.7％増）、営業利益

は3,337百万円（前年同期比27.8％増）、親会社の所有者に帰属する四半期利益は2,122百万円（前年同期比37.1％

増）となりました。

※事業利益は、「売上総利益」から「販売費及び一般管理費」を減算したもので、「その他の収益」や「その他

の費用」に計上される特別項目（雇用調整助成金や減損損失等）による影響を除いたものを示している当社独

自の利益指標です。

セグメント別の業績の概要は、次のとおりです。なお、セグメント別の売上収益は外部顧客への売上収益を適用

しております。

［機電・IT領域］（ITや機械・電機領域の開発・設計・運用保守分野に対する派遣・請負・委託事業）

当第１四半期連結累計期間においては、製造業の景況感回復を受け、積極的な採用投資を前連結会計年度の後

半から再開した結果、在籍人数が順調に伸長し、稼働率も概ね95％を越える水準で安定的に推移しました。利益

面では、ミドル人材へのシフトなどによる単価の改善と、稼働率の小幅な上昇により、採用費の大きな増加を吸

収して利益率がやや改善しました。

この結果、当セグメントの当第１四半期連結累計期間における売上収益は19,006百万円（前年同期比13.0％

増）、セグメント利益は2,030百万円（前年同期比24.1％増）となりました。

［建設領域］（建設業界への施工管理者やCADオペレーターの派遣事業）

当第１四半期連結累計期間においては、前連結会計年度から取り組んだ採用チャネルの強化改善や社員定着施

策の結果、在籍人数が増加し、また建設業界の旺盛な人材需要を受けて稼働率も高い水準で推移しました。さら

に前連結会計年度に計上していたPPAによる無形資産の償却費や株式報酬費用の剥落もあり、利益が改善しまし

た。

この結果、当セグメントの当第１四半期連結累計期間における売上収益は9,537百万円（前年同期比5.8％増）、

セグメント利益は1,591百万円（前年同期比71.2％増）となりました。

[製造領域]（顧客企業の製造工程等における請負・受託・派遣の事業）

当第１四半期連結累計期間においては、前連結会計年度に引続き営業エリア内の人材需要を、業種や大口顧客

に偏らず幅広く開拓すると同時に、単価交渉等による収益性の維持改善に努めました。その結果、特に素材や電

機・精密での稼働人数が増加し、また派遣・請負いずれも原価率は改善傾向で推移しました。

この結果、当セグメントの当第１四半期連結累計期間における売上収益は2,607百万円（前年同期比14.1％

増）、セグメント利益は145百万円（前年同期比32.0％増）となりました。

[海外領域]（日本国外における技術・製造分野に対する派遣・請負や、有料職業紹介などの人材サービス事業）

当第１四半期連結累計期間においては、英国ではコロナ収束後に人材需要が回復しましたが、ブレグジッドが

完了し欧州からの労働力調達が制約されたことから、人材市場で供給不足が発生し、派遣事業の売上が減少しま

した。利益面では、顧客の人材を囲い込む動きから利益率の高い紹介事業が好調に推移しましたが、前連結会計

年度に計上していたMTrecの子会社株式売却益が剥落しました。

この結果、当セグメントの当第１四半期連結累計期間における売上収益は7,550百万円（前年同期比6.3％減）、

セグメント利益は173百万円（前年同期比59.2％減）となりました。
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[その他]

報告セグメントに含まれない領域として、株式会社SAMURAIがオンラインプログラミング学習サービスを、当社

グループの特例子会社である株式会社ビーネックスウィズが障がい者雇用によるグループ内各種サービスを行って

おります。

当第１四半期連結累計期間においては、オンラインプログラミング学習サービスは収益性重視に転換したため売

上収益が減少しましたが、グループ内各種サービスについてはコロナ影響の低下により一定の回復が見られまし

た。

この結果、当セグメントの当第１四半期連結累計期間における売上収益は、内部取引を含めて447百万円（前年

同期比0.5％減）、セグメント利益は34百万円（前年同期はセグメント損失7百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて993百万円増加（1.0％増）し、97,515百万

円となりました。主たる変動項目は、流動資産のその他の流動資産の増加1,490百万円、繰延税金資産の減少334百

万円及び使用権資産の減少212百万円等によるものであります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べて1,257百万円増加（3.8％増）し、34,433百万

円となりました。主たる変動項目は、流動負債の社債及び借入金の増加1,701百万円、流動負債のその他の金融負

債の増加1,258百万円、未払法人所得税の減少860百万円及び営業債務及びその他の債務の減少743百万円でありま

す。

（資本）

当第１四半期連結会計期間末の資本は、前連結会計年度末に比べて263百万円減少（0.4％減）し、63,081百万円

となりました。主たる変動項目は、親会社の所有者に帰属する四半期利益2,122百万円の計上及び配当金の支払

2,481百万円による利益剰余金の減少355百万円等によるものであります。

（３）キャッシュ・フローに関する説明

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ

57百万円増加し、12,462百万円となりました。主な要因は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、2,270百万円の収入（前年同期は118百万円の支出）となりました。主

な要因は、税引前四半期利益の計上による収入3,320百万円及び営業活動によるキャッシュ・フローのその他の増

加2,133百万円等が、法人所得税の支払額2,936百万円等を上回ったことであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、92百万円の支出（前年同期は440百万円の支出）となりました。支出の

主な要因は、有形固定資産の取得による支出81百万円、無形資産の取得による支出66百万円及び投資活動による

キャッシュ・フローのその他の収入58百万円等であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、2,092百万円の支出（前年同期は5,644百万円の支出）となりました。

支出の主な要因は、配当金の支払額2,490百万円、リース負債の返済による支出1,043百万円及び短期借入金の純

増加額1,786百万円等であります。

（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2022年８月５日に公表した予想値に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2022年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（2022年９月30日）

資産

流動資産

現金及び現金同等物 12,404 12,462

営業債権及びその他の債権 20,108 20,165

その他の金融資産 1,239 1,199

その他の流動資産 2,856 4,347

流動資産合計 36,609 38,174

非流動資産

有形固定資産 1,624 1,625

使用権資産 3,304 3,092

のれん 45,362 45,356

無形資産 1,630 1,576

持分法で会計処理されている投資 661 715

その他の金融資産 4,002 3,991

繰延税金資産 2,789 2,455

その他の非流動資産 536 527

非流動資産合計 59,912 59,341

資産合計 96,521 97,515

２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2022年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（2022年９月30日）

負債及び資本

負債

流動負債

営業債務及びその他の債務 2,617 1,873

社債及び借入金 1,257 2,959

未払法人所得税 1,774 914

その他の金融負債 4,490 5,749

引当金 68 51

その他の流動負債 17,585 17,957

流動負債合計 27,793 29,506

非流動負債

社債及び借入金 591 318

その他の金融負債 2,805 2,626

繰延税金負債 26 9

引当金 436 476

その他の非流動負債 1,523 1,497

非流動負債合計 5,382 4,927

負債合計 33,176 34,433

資本

資本金 4,561 4,563

資本剰余金 82,394 82,420

利益剰余金 △19,933 △20,289

自己株式 △4,306 △4,316

その他の資本の構成要素 594 657

親会社の所有者に帰属する持分合計 63,309 63,035

非支配持分 35 45

資本合計 63,345 63,081

負債及び資本合計 96,521 97,515
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
（自　2021年７月１日

至　2021年９月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年７月１日

至　2022年９月30日）

売上収益 36,554 38,993

売上原価 28,237 29,750

売上総利益 8,316 9,243

販売費及び一般管理費 6,229 6,221

その他の収益 538 336

その他の費用 15 19

営業利益 2,611 3,337

金融収益 9 12

金融費用 82 62

持分法による投資利益 14 32

税引前四半期利益 2,553 3,320

法人所得税費用 979 1,187

四半期利益 1,574 2,133

四半期利益の帰属

親会社の所有者 1,548 2,122

非支配持分 26 10

四半期利益 1,574 2,133

１株当たり四半期利益

基本的１株当たり四半期利益（円） 17.11 24.02

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 17.05 23.93

（２）要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

（要約四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
（自　2021年７月１日

至　2021年９月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年７月１日

至　2022年９月30日）

四半期利益 1,574 2,133

その他の包括利益

純損益に振り替えられることのない項目

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金

融資産
△16 20

確定給付制度の再測定 △3 0

純損益に振り替えられることのない項目合計 △20 20

純損益に振り替えられる可能性のある項目

在外営業活動体の換算差額 △321 △3

持分法適用会社におけるその他の包括利益に対す

る持分
4 21

純損益に振り替えられる可能性のある項目合計 △317 17

税引後その他の包括利益 △337 38

四半期包括利益 1,236 2,171

四半期包括利益の帰属

親会社の所有者 1,208 2,162

非支配持分 28 8

四半期包括利益 1,236 2,171

（要約四半期連結包括利益計算書）
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(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

その他の資本の構成要素

新株予約権
在外営業活動
体の換算差額

2021年７月１日残高 4,436 82,779 △22,646 △329 88 714

四半期利益 1,548

その他の包括利益 △319

四半期包括利益合計 － － 1,548 － － △319

新株の発行 0 0 △0

剰余金の配当 △2,456

自己株式の取得 － △1,282

自己株式の処分 － 1

連結範囲の変動 －

株式報酬取引 18 180

新株予約権の失効 1 △1

非支配株主に係る売建プット・

オプション負債の変動等
0 △280

連結子会社株式の取得による持

分の増減
△238

その他の資本の構成要素から利

益剰余金への振替
29 △31

所有者との取引額合計 0 △189 △2,769 △1,281 179 －

変動額合計 0 △189 △1,221 △1,281 179 △319

2021年９月30日残高 4,436 82,590 △23,867 △1,610 267 394

（３）要約四半期連結持分変動計算書

前第１四半期連結累計期間　（自　2021年７月１日　至　2021年９月30日）
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親会社の所有者に帰属する持分

非支配持分 合計

その他の資本の構成要素

合計
その他の包
括利益を通
じて公正価
値で測定す
る金融資産

確定給付制
度の再測定

合計

2021年７月１日残高 △99 － 703 64,943 △222 64,720

四半期利益 1,548 26 1,574

その他の包括利益 △16 △3 △339 △339 2 △337

四半期包括利益合計 △16 △3 △339 1,208 28 1,236

新株の発行 △0 0 0

剰余金の配当 － △2,456 △2,456

自己株式の取得 － △1,282 △1,282

自己株式の処分 － 1 1

連結範囲の変動 － － △75 △75

株式報酬取引 180 198 198

新株予約権の失効 △1 － －

非支配株主に係る売建プット・

オプション負債の変動等
－ △280 △280

連結子会社株式の取得による持

分の増減
－ △238 △61 △300

その他の資本の構成要素から利

益剰余金への振替
△1 3 2 － －

所有者との取引額合計 △1 3 181 △4,058 △137 △4,195

変動額合計 △17 － △158 △2,849 △108 △2,958

2021年９月30日残高 △116 － 545 62,093 △331 61,762
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(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

その他の資本の構成要素

新株予約権
在外営業活動
体の換算差額

2022年７月１日残高 4,561 82,394 △19,933 △4,306 213 596

四半期利益 2,122

その他の包括利益 19

四半期包括利益合計 － － 2,122 － － 19

新株の発行 2 2 △0

剰余金の配当 △2,481

自己株式の取得 － △9

自己株式の処分 0 0

連結範囲の変動 －

株式報酬取引 22 28

新株予約権の失効 0 △0

非支配株主に係る売建プット・

オプション負債の変動等
－ －

連結子会社株式の取得による持

分の増減
－

その他の資本の構成要素から利

益剰余金への振替
－ 2

所有者との取引額合計 2 25 △2,478 △9 26 －

変動額合計 2 25 △355 △9 26 19

2022年９月30日残高 4,563 82,420 △20,289 △4,316 240 615

当第１四半期連結累計期間　（自　2022年７月１日　至　2022年９月30日）
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親会社の所有者に帰属する持分

非支配持分 合計

その他の資本の構成要素

合計
その他の包
括利益を通
じて公正価
値で測定す
る金融資産

確定給付制
度の再測定

合計

2022年７月１日残高 △215 － 594 63,309 35 63,345

四半期利益 2,122 10 2,133

その他の包括利益 20 0 40 40 △1 38

四半期包括利益合計 20 0 40 2,162 8 2,171

新株の発行 △0 4 4

剰余金の配当 － △2,481 △2,481

自己株式の取得 － △9 △9

自己株式の処分 － 0 0

連結範囲の変動 － － 0 0

株式報酬取引 28 50 50

新株予約権の失効 △0 － －

非支配株主に係る売建プット・

オプション負債の変動等
－ － －

連結子会社株式の取得による持

分の増減
－ － － －

その他の資本の構成要素から利

益剰余金への振替
△2 △0 △2 － －

所有者との取引額合計 △2 △0 23 △2,436 0 △2,435

変動額合計 17 － 63 △273 9 △263

2022年９月30日残高 △197 － 657 63,035 45 63,081
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
（自　2021年７月１日

至　2021年９月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2022年７月１日

至　2022年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期利益 2,553 3,320

減価償却費及び償却費 1,019 605

受取利息及び受取配当金 △7 △12

支払利息 39 26

持分法による投資損益（△は益） △14 △32

固定資産除却損 2 2

営業債権及びその他の債権の増減額（△は増加） 18 △108

営業債務及びその他の債務の増減額（△は減少） △840 △727

その他 △1,136 2,133

小計 1,632 5,207

利息及び配当金の受取額 3 12

利息の支払額 △27 △13

法人所得税の支払額 △1,726 △2,936

営業活動によるキャッシュ・フロー △118 2,270

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △57 △81

無形資産の取得による支出 △77 △66

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による支出 △483 －

投資有価証券の取得による支出 △6 △4

その他 184 58

投資活動によるキャッシュ・フロー △440 △92

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 184 1,786

長期借入金の返済による支出 △842 △237

社債の償還による支出 △103 △103

リース負債の返済による支出 △863 △1,043

配当金の支払額 △2,438 △2,490

自己株式の取得による支出 △1,282 △9

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得による

支出
△300 －

その他 1 5

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,644 △2,092

現金及び現金同等物に係る換算差額 △7 △27

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △6,210 57

現金及び現金同等物の期首残高 21,138 12,404

現金及び現金同等物の四半期末残高 14,927 12,462

（４）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

連結
機電・IT

領域
建設領域 製造領域 海外領域 計

売上収益

外部収益 16,817 9,014 2,285 8,060 36,179 375 36,554 － 36,554

セグメント間収益 23 0 － 43 67 75 142 △142 －

 合計 16,841 9,015 2,285 8,103 36,246 450 36,696 △142 36,554

セグメント利益又は損失（注）

３
1,635 929 110 424 3,100 △7 3,092 △481 2,611

金融収益 － － － － － － － － 9

金融費用 － － － － － － － － 82

持分法による投資利益 － － － － － － － － 14

税引前四半期利益 － － － － － － － － 2,553

（セグメント情報）

(1）報告セグメントの概要

当社グループの事業セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。

当社グループは、主に製造業の技術開発部門及び製造部門を対象とした人材サービス及び業務の請負・受託等

のトータルサービスを国内外にて展開しており、事業セグメントの集約はせず、報告セグメントとしておりま

す。

各セグメントの内容は、以下のとおりであります。

「機電・IT領域」・・開発設計技術者等の労働者派遣・請負・委託事業

「建設領域」・・・・建設業の顧客に対する施工管理技術者派遣事業・CADオペレーター派遣事業

「製造領域」・・・・製造業の顧客に対する製造現場の請負・受託・派遣事業

「海外領域」・・・・日本国外における技術・製造分野に対する派遣・請負・紹介事業

(2）報告セグメントに関する情報

報告セグメントの会計方針は、要約四半期連結財務諸表作成の会計方針と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。また、セグメント間の内部収益及び振替高は市

場実勢価格に基づいております。

前第１四半期連結累計期間（自　2021年７月１日　至　2021年９月30日）

（注）１．「その他」には、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、障がい者雇用促進事業及びオンライ

ンプログラム学習サービス事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△481百万円には各報告セグメントに配分していない全社費用591百万円及

びセグメント間取引消去△110百万円が含まれております。全社費用には主に報告セグメントに帰属しない

当社の会社運営に係る費用であります。

３．セグメント利益の合計額は、要約四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

連結
機電・IT

領域
建設領域 製造領域 海外領域 計

売上収益

外部収益 19,006 9,537 2,607 7,550 38,701 291 38,993 － 38,993

セグメント間収益 12 0 1 31 45 156 201 △201 －

 合計 19,019 9,537 2,608 7,581 38,747 447 39,195 △201 38,993

セグメント利益（注）３ 2,030 1,591 145 173 3,940 34 3,975 △638 3,337

金融収益 － － － － － － － － 12

金融費用 － － － － － － － － 62

持分法による投資利益 － － － － － － － － 32

税引前四半期利益 － － － － － － － － 3,320

当第１四半期連結累計期間（自　2022年７月１日　至　2022年９月30日）

（注）１．「その他」には、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、障がい者雇用促進事業及びオンライ

ンプログラム学習サービス事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△638百万円には各報告セグメントに配分していない全社費用682百万円及びセグメ

ント間取引消去△44百万円が含まれております。全社費用には主に報告セグメントに帰属しない当社の会社

運営に係る費用であります。

３．セグメント利益の合計額は、要約四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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